
令和４年度シラバス（情報）     学番７ 新潟県立新潟北高等学校  

教科(科目) 情報（情報Ⅰ） 単位数 ２単位 学年(コース) １学年 

使用教科書 情報Ⅰ Ｎｅｘｔ（数研出版） 

副教材等 情報Ⅰ Next サポートノート（数研出版） 
ポイント整理 情報モラル 13th Edition（数研出版） 

１ 学習目標         

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通

して、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体的に参画する

ための資質・能力を育成することを目指す。 

２ 指導の重点                  

① 課題や目的に応じて情報を適切に活用できる実践力を育成する。 

② 情報手段の特性を理解し、情報を適切に評価，改善するための基礎的理論や方法を理解させる。 

③ 情報や情報技術が社会で果たしている役割を理解し、情報社会に参画する態度を育成する。 

３ 評価の観点の趣旨 

知識・技能 思考･判断･表現 主体的に学習に取り組む態度 

情報と情報技術を問題の発見・解決に活

用するための知識について理解し、技能を

身に付けているとともに、情報化の進展す

る社会の特性及びそのような社会と人間

との関わりについての理解を深めようと

している。 

事象を情報とその結び付きの視点から

捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情

報技術を適切かつ効果的に用いようとし

ている。 

情報社会との関わりについて考えながら、

問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情

報技術を活用し、自ら評価し改善しようとし

ている。 

４ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 知識・技能 ａ 思考･判断･表現 ｂ 主体的に学習に取り組む態度 ｃ 

評
価
の
観
点 

 情報と情報技術を問題の発見・解決に

活用するための知識について理解し、技

能を身に付けているとともに、情報化の

進展する社会の特質及びそのような社

会と人間との関わりについて理解して

いる。 

事象を情報とその結び付きの視点か

ら捉え、問題の発見・解決に向けて情報

と情報技術を適切かつ効果的に用いよ

うとしている。 

情報社会との関わりについて考えながら、

問題の発見・解決に向けて主体的に情報と

情報技術を活用し、自ら評価し改善しよう

としている。 

評
価
方
法 

授業での態度 

定期考査 
課題等の提出状況 
（情報Ⅰ Nextサポートノート、 

ポイント整理情報モラル 13th） 

授業での態度 

定期考査 
課題等の提出状況 
（情報Ⅰ Nextサポートノート、 

ポイント整理情報モラル 13th） 

授業での態度 

定期考査 
課題等の提出状況 
（情報Ⅰ Nextサポートノート、 

ポイント整理情報モラル 13th） 

５ 学習計画（７０時間 ５０分）                             

月 単元名 授業 
時数 

と領域 

教材名 学習活動(指導内容) 評価の観点 評価方法 

 
 
 

４ 
 
５ 

 
 
６ 

 

 

 
第１編 
情報社会の問題解決 

第１章 
 情報とメディア 
第２章 

 情報社会における 
法とセキュリティ 
第３章 

 情報技術が社会に 
及ぼす影響 
 

 

 
 
 

４ 
 
７ 

 
 
６ 

 
 
 

 

 

 
情報Ⅰ Next 
サポートノート 

 
ポイント整理 
情報モラル 13th 

 
 
・情報とは何か。情報の信ぴょ

う性とは何かを理解させ、ク
ロスチェックの重要性を具
体的に理解させる。 

・情報に関する法規や制度につ
いて理解させるとともに、そ
れらの必要性について考え

させる。 
・人工知能やデジタルトランス

フォーメーションなど、発展

する情報技術と情報技術が
もたらす社会や生活の変化
について理解させる。 

 
 
・情報や情報メディアの特性

をふまえ、情報と情報技術
を活躍して問題を発見・解
決する方法を身につけて

いる。 
・目的や状況に応じて、情報
を情報技術を適切かつ効

果的に活用して問題を発
見・解決する方法について
考えている。 

・情報社会における問題の発
見・解決に、情報と情報技
術を適切かつ効果的に活

用している 

 
 
課題提出 

定期考査 
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第２編 

コミュニケーション
と情報デザイン 
第１章 

 情報のデジタル表
現 
第２章 

 コミュニケーショ 
ン手段の発達と特徴 
第３章 

 情報デザイン 
第４章 
 プレゼンテーショ

ン 
 
 

 
 
 

 
 
第３編 

コンピュータと 
プログラミング 
第１章 

 コンピュータの 
しくみ 
第２章 

 プログラミング 
第３章 
 モデル化と 

シミュレーション 
 
 

 
 
 

第４編 
情報通信ネットワー
クとデータの活用 

第１章 
 ネットワークの 
しくみ 

第２章 
 データベース 
第３章 

 データの分析 
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情報Ⅰ Next 

サポートノート 
 
ポイント整理 

情報モラル 13th 

 
 

・アナログとデジタルの違い、
デジタル情報の特徴やメリ
ットを理解させる。 

・古代からの技術的な進歩を概
観し、コミュニケーション手
段の発展について理解させ

る。 
・情報デザインが人や社会に果

たしている役割を理解させ

るとともに、情報を抽象化・
構造化・可視化する方法や表
現を工夫する技術を身に付

けさせる。 
・プレゼンテーションの流れと

注意点を理解させるととも

に、効果的なコミュニケーシ
ョンのために情報デザイン
の考え方や方法を理解させ

る。 
 
 

・コンピュータの基本的なしく
みとはたらき、ＣＰＵ、メモ
リ、補助記憶装置、入出力装

置、ＯＳ、ファイルの基礎に
ついて理解させる。 

・問題の解法をアルゴリズムを

用いて表現する方法を身に
付けさせる。 

・モデル化やシミュレーション

の考え方・手順を理解させ、
シミュレーションを通して
モデルを評価し改善する方

法を理解させる。 
 
 

 
・コンピュータでの通信の基本

的な方式やプロトコルなど、

インターネットでの通信の
原理について理解させる。 

・データベースの概念や、デー

タベース管理システムの機
能について理解させる。 

・データを分析する際に必要と

なる。データの形式、データ
の収集方法、データの種類に
ついて理解させるとともに、

それらを扱いデータを分析
する技能を身に付けさせる 

 
 

・メディアの特性とコミュニ
ケーション手段の特性につ
いて、その変遷もふまえて科

学的に理解している。 
・メディアとコミュニケーシ
ョン手段の関係を科学的に

とらえ、それらを目的や状況
に応じて適切に選択してい
る。 

・情報と情報技術を活用して
効果的なコミュニケーショ
ンを行おうとしている。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

・コンピュータや外部装置の
しくみや特徴、コンピュータ
での情報の内部表現と計算

に関する限界について理解
している。 
・コンピュータで扱われる情

報の特徴とコンピュータの
能力との関係について考察
している。 

・問題の発見・解決にコンピ
ュータを積極的に活用しよ
うとしている。 

 
 
 

 
・情報通信ネットワークのし
くみや構成要素、プロトコル

の役割および情報セキュリ
ティを確保するための方法
や技術について理解してい

る。 
・目的や状況に応じて、情報
通信ネットワークにおける

必要な構成要素を選択する
とともに、情報セキュリティ
を確保する方法について考

えている。 
・情報技術を適切かつ効果的
に活用しようとしている。 

 

 
 

課題提出 
定期考査 

 
６ 課題･提出物等 

実技教科となりますので、どれだけ「やった」が重要です。授業時の課題に対する取り組み方や、提出さ
れた課題によって評価します。また、主に知識・理解の度合いを評価するため、定期考査も行います。これ
ら、平素の授業への取り組み・課題に対する評価・考査の得点を総合的に勘案し評価を行います。 

 

７ 担当者からの一言 

 体育や芸術と同様に実技教科となりますので、どれだけ「やった」か、１時間１時間細かく評価します。 

１回１回の授業を大事にし、また積極的に資格取得を目指してください。 

 


